
境
達
磨
市

「花咲オーシ」さんの即興
書下ろしでは、「感動して
涙が出ました」との声も！

商工会青年部による餅つ
きが行われ、おしるこが
振る舞われました

多くの来場者で賑わう会場
さかい肉 -one グラ
ンプリで優勝した道
の駅さかいの皆さん

さかい肉-oneグランプリ
各種ステージ

抽選会
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１
月
７
日
（
日
）、
役
場
前
通

り
に
て
新
春
恒
例
の
「
境
達
磨

市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
春
の
境
町
を
飾
る
風
物
詩

と
し
て
、
達
磨
の
販
売
は
も
ち

ろ
ん
、
露
店
や
地
元
商
店
の
テ

ン
ト
が
立
ち
並
び
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
婦
人
会
、
商
工
会
女

性
部
、
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ

ん
に
よ
り
行
わ
れ
た
豚
汁
や
甘

酒
、
お
し
る
こ
の
無
料
提
供
も

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
境
ス
タ
ン
プ
会
抽
選

会
」
や
「
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝

祭
抽
選
会
」
に
は
長
い
行
列
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
初
開
催
と

な
っ
た
「
さ
か
い
肉　
ｏ
ｎ
ｅ

グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
は
、
肉
を
使

用
し
た
商
品
を
提
供
す
る
10
店

舗
が
出
店
し
、
お
客
様
に
よ
る

投
票
の
結
果
、“
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
丼
”
を
販
売
し
た
「
道
の
駅

さ
か
い
」
が
、
見
事
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
五

ツ
輪
会
や
L
O
V
E
A
C
E
、

ワ
イ
ズ
ペ
ッ
プ
、
境
高
校
吹
奏

楽
部
等
が
出
演
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
境
町
観

光
親
善
大
使
に
就
任
し
た
杜
こ

の
み
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
当

日
一
番
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
、

総
来
場
者
数
は
昨
年
の
約
２
倍

の
約
１
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

第 25 回 境達磨市
だるまを買って大願成就！ 約 1 万人が来場！

満員御礼の杜このみさんのステージでは、新曲「く
ちなし雨情」と「函館夜景」が初披露されました

杜このみさんの名曲「残
のこ

んの月」では、若柳和妙（染
谷勝子）さんの演舞も披露されました

杜このみさんの境町後援会役員がステージに登壇
し、橋本町長より達磨の贈呈が行われました

キレのあるダンスとキュートな歌声が印象的なダ
ンスボーカルユニット「LOVEACE（ラヴィース）」

大行列となった子供ジャンボガラガラ抽選会と満
点カードで参加できる境スタンプ会抽選会

太鼓や大道芸、マジック、ダンス、吹奏楽、歌等、
様々な出演者がステージを盛り上げました

境町への感謝を叫び見事優勝した斎藤芳
よし

樹
き

さん
（写真中央）

ステージの司会進行を務めた高校生スタッフの皆
さん

杜このみさん
　　　　スペシャルステ

ージ

大声コンテスト

ありがとーー！

すごーい かっこいい

◎
新
春
の
風
物
詩
に
欠
か
せ
な
い
達
磨
絵

　

町
の
新
春
恒
例
行
事
で
も
あ
る
「
境
達
磨
市
」
が

近
づ
く
と
、
町
中
に
達
磨
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
ま

す
。
そ
の
達
磨
絵
を
初
回
よ
り
25
年
間
ず
っ
と
描
い

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
中
山
正
男
さ
ん
で
す
。

　

境
町
で
使
用
し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
も
、
中
山
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
す
。
30
年
前
の
第
二

回
ふ
る
さ
と
祭
り
で
使
用
さ
れ
た
う
ち
わ
の
デ
ザ
イ

ン
か
ら
活
用
さ
れ
た
も
の
で
、か
つ
て
は
木
琴
橋
だ
っ

た
境
大
橋
や
利
根
川
、
町
の
花

で
あ
る
カ
ン
ナ
、
筑
波
山
等
、

関
宿
側
か
ら
見
た
境
町
の
風

景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

◎
６
歳
よ
り
画
業
を
志
す

　
「
感
動
し
た
も
の
を
描
く
だ
け
」
と
中
山
さ
ん
。
境

町
の
時
計
・
眼
鏡
商
「
幸こ
う
ま
つ
や

松
屋
」
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
、
６
歳
の
頃
に
は
画
業
を
志
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
小
学
生
で
県
知
事
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
幼
少

の
頃
よ
り
絵
の
才
能
に
秀
で
て
い
ま
し
た
。
10
代
よ

り
宇
都
宮
の
時
計
商
の
も
と
で
時
計
技
師
と
し
て
働

き
な
が
ら
油
絵
に
打
ち
込
み
、東
京
都
美
術
展
で
度
々

の
入
賞
を
果
た
し
、
美
術
家
団
体
「
三
軌
会
」
会
員

と
な
り
画
人
と
し
て
の
腕
を
磨
い
て
い
き
ま
し
た
。

◎
生
涯
の
師
・
粛
粲
宝
氏
と
の
出
会
い

　

中
山
さ
ん
が
23
歳
の
と
き
、
父
親
の
発
病
を
機
に

境
町
に
戻
り
、
家
業
を
継
ぎ
ま
す
が
、
25
歳
の
と
き

に
生
涯
の
師
と
も
い
う
べ
き
日
本
画
家
・
粛
し
ゅ
く

粲さ
ん

宝ぽ
う

氏
の
作
品
に
出
会
い
ま
す
。
師
は
、
中
山
さ
ん
を

「
知ち
ゆ
う友

（
＝
互
い
に
心
の
底
ま
で
理
解
し
あ
っ
た
友

人
）」
と
呼
び
ま
す
。
雅が
ご
う号

「
胡こ
し
ょ
う
あ
ん

牀
庵
・
青せ
い
く
う
し

空
子
」
は
、

青
空
の
よ
う
に
何
事
に
も
全
身
全
霊
で
打
ち
込
む
中

山
さ
ん
を
た
と
え
て
粛
粲
宝
氏
が
命
名
さ
れ
ま
し
た
。　

　

中
山
さ
ん
の
作
品
は
、
全
身
全
霊
で
描
か
れ
た

力
強
さ
と
、
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た

「
篆て
ん
こ
く
い
ん

刻
印
」
が
特
徴
で
あ
り
、
中
山
さ
ん
ご
自
身
の
魅

力
そ
の
も
の
で
す
。

情
熱
「
境
」
で
は
、
境
町
在
住
・
出
身
の
方
等
で
、
芸
術
、
音
楽
、
ス
ポ
ー

ツ
等
、様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介
し
ま
す
。
第
18
回
は
、

境
達
磨
市
の
ポ
ス
タ
ー
や
境
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け

て
お
り
、
高
名
な
日
本
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
「
粛
し
ゅ
く

粲さ
ん

宝ぽ
う

」
氏
の
唯
一

無
二
の
弟
子
で
あ
る
中
山
正
男
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

青空のように何事にも全身全霊で打ち込む

第18回

【略　歴】
◆中山正男（なかやままさお）
昭和 15 年 4 月境町生まれ、境町在住。
時計・眼鏡商「幸松屋」店主であり、
日本画家、陶芸家、篆

てんこく

刻師。昭和 40年
粛
しゅくさんぽう

粲宝に師事。のちに粛粲宝師より雅
が

号
ごう

「胡
こしょうあん

牀庵・青
せいくうし

空子」を賜る。平成 2
年に今

きんじょう

上天皇の即位の礼献上品として
篆刻印作成。ドイツ「シーボルト博物館」
や銀座「鴨居堂」等で展覧会を行う。4
月につくば夢ギャラリーに出展予定。

情
熱
境

境
町
を
代
表
す
る
画
人

中な
か
や
ま山 

正ま

さ

お男

マンホールの見本

陶芸は、50 歳のころの大病がきっ
かけで、生涯続けられる手仕事と
して開始。4 年がかりで窯場を建
設し、志野（しの）焼に打ち込む

粛粲宝氏の作品を数多く所蔵して
います。ここで使用されている篆
刻印も、中山さんが制作したもの

篆刻師としても活躍めまぐるしく、
今上天皇の即位の礼献上品として
宮内庁より選ばれました

県知事賞受賞の花器




